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上：細胞性粘菌GflB(緑)は飲作用に関わり、アクチン(赤：共局在で
黄)とともに王冠状突起(矢頭)に局在する。下：GflBの機能のモデル
図。GflBはABDで直接アクチンに結合し、RasGEFとRhoGAPドメイン
で低分子量GTPaseを制御して飲作用を含むアクチンが関わる様々な
細胞運動現象を制御する。	
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細胞性粘菌多核細胞変異株より変異遺伝子の同定 
↓ 

動物型細胞質分裂の分子機構解明（基礎研究） 
↓ 

抗がん剤の創薬（応用研究） 
（卒業生の大学医学部の教員、製薬会社の研究員への就職） 

↑ 
細胞遊走、飲作用（下図）、貪食作用の分子機構解明（基礎研究） 

↓ 
貪食作用の嗜好性を操作した貪食細胞の創成（応用研究） 


